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管
長
猊
下
は
、
立
正
安

国
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、

先
日
の
熊
本
地
震
犠
牲
者

諸
霊
位
の
冥
福
と
被
災
者

へ
の
お
見
舞
い
、
早
期
復

興
を
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
管
長
猊
下
は
挨

拶
の
中
で
、「
時
代
の
変
化

は
今
こ
そ
一
人
一
人
の
信

念
あ
る
行
動
を
求
め
て
い

ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
よ
う

に
強
盛
な
る
信
仰
心
を
持

ち
続
け
、
久
遠
の
お
釈
迦

様
の
ご
功
徳
が
具
わ
る
お

題
目
を
頼
り
に
し
て
、
志

高
く
自
己
の
変
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
世
界
中
の
人
々

が
笑
顔
で
安
穏
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
法
華
の
信
仰
者

と
し
て
価
値
あ
る
社
会
づ

く
り
に
精
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

列
さ
れ
、
有
志
に
よ
る
和

讃
奉
納
、
声
明
や
雅
楽
の

演
奏
に
よ
っ
て
荘
厳
な
音

楽
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
法
要
後
に
は
、
本
願
人

推
挙
式
が
行
わ
れ
、

　
♢
大
本
願
人

青
　
山
　
由
美
子
様

　
♢
本
願
人

鈴
　
木
　
治
　
子
様

田
　
仲
　
重
　
郎
様

が
、
当
日
出
席
下
さ
り
、

二
宮
別
當
よ
り
本
願
人
の

証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
欠
席
で
し

た
が
、

　
♢
本
願
人

髙
　
梨
　
近
　
一
様

山
　
﨑
　
智
　
成
様

大
　
江
　
庸
　
介
様

奥
　
野
　
美
和
子
様

に
は
証
書
を
送
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

第764回第764回第764回

日蓮宗管長 内野日総猊下御親修日蓮宗管長 内野日総猊下御親修

立
教
開
宗
会

　
４
月
27
日
午
後
２
時
よ

り
、
第
７
６
４
回
立
教
開

宗
会
慶
讃
音
楽
大
法
要
が
、

清
澄
寺
住
職
日
蓮
宗
管
長
・

内
野
日
総
猊
下
を
大
導
師

に
、
副
導
師
に
は
二
宮
別

當
、
並
び
に
荻
野
泰
継
僧

正
（
千
葉
県
南
部
宗
務
所

長
・
高
生
寺
住
職
）、
式
衆

に
千
葉
県
南
部
声
明
師
会

雅
楽
部
各
聖
の
御
出
仕
の

元
、
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
大
本
山

誕
生
寺
石
川
日
命
猊
下
、

本
山
鏡
忍
寺
原
日
透
猊
下
、

本
山
妙
覚
寺
村
田
日
浄
猊

下
、
宗
務
院
小
林
正
雄
宗

務
総
長
室
長
、
日
本
山
妙

法
寺
様
、
管
内
寺
院
様
は

じ
め
、
全
国
和
讃
会
、
檀

信
徒
等
約
２
０
０
名
が
参

立教開宗会立教開宗会立教開宗会
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本
院
改
築
工
事
も
、
内
部
工
事
に

も
取
り
か
か
り
、
来
年
３
月
の
完
成

に
向
け
て
、
着
実
に
進
ん
で
い
っ
て

お
り
ま
す
。

　
５
月
23
日
に
は
茨
城
県
へ
大
玄
関

の
木
材
の
彫
り
物
の
状
況
を
視
察
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
信
育
道
場
に
於
い
て
、
開
宗

会
法
要
当
日
19
時
よ
り
求
道
同

願
会
副
会
長
・
桐
谷
征
一
僧
正

を
導
師
に
お
迎
え
し
、
報
恩
唱

題
行
を
参
籠
の
皆
様
や
近
隣
の

檀
信
徒
、
総
勢
50
名
に
て
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
又
、
求
道
同
願
会
に
於
き
ま

し
て
は
、
本
年
の
10
月
28
・
29

日
に
当
山
を
会
場
と
し
て
唱
題

行
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
25
日
よ
り
29
日
の
４

泊
５
日
で
、「
平
成
27
年
度
第

４
回
僧
道
林
」
が
開
校
さ
れ

ま
し
た
。

　
山
梨
県
本
郷
寺
住
職
　
小

澤
惠
修
主
任
を
は
じ
め
教
職

員
７
名
が
26
名
の
林
生
の
訓

育
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
活
指
導
に
始
ま
り
衣
帯

指
導
・
声
明
練
習
・
読
経
練
習
・

食
事
作
法
・
所
作
指
導
等
の

教
師
と
し
て
の
基
本
姿
勢
の

実
践
修
行
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

唱 

題 

行
第
４
回
　
僧
　
道
　
林

第
４
回
　
僧
　
道
　
林

平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

本
院
改
築

　
＝ 

現
状
報
告 

＝
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本
年
も
希
心
会
の
皆
さ
ん
が

連
日
に
わ
た
り
登
山
修
行
に
来

山
、
３
月
31
日
よ
り
５
月
27
日

ま
で
約
５
０
０
０
人
の
会
員
の

皆
さ
ん
が
登
山
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
お
題
目
の

書
か
れ
た
行
衣
を
身
に
ま
と

い
、
お
昼
過
ぎ
に
山
の
中
腹
か

ら
行
列
を
組
み
、
御
旗
を
先
頭

に
日
蓮
聖
人
の
歩
ま
れ
た
旧
道

を
中
心
に
徒
歩
で
お
題
目
を
唱

え
な
が
ら
清
澄
寺
に
到
着
さ
れ

ま
し
た
。

　
夜
は
遅
く
ま
で
説
法
会
が
あ

り
、
翌
日
は
早
朝
暗
い
う
ち
か

ら
旭
が
森
に
て
修
行
を
致
し
ま

す
。

　
当
山
の
祖
師
堂
で
の
朝
勤
に

も
参
列
さ
れ
、
二
宮
別
當
か
ら

は
、
親
し
く
御
挨
拶
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
４
月
28
日
、
身
延
山
新
入
生

霊
跡
参
拝
団
一
行
、
52
名
が
参

籠
さ
れ
ま
し
た
。

　
身
延
山
布
教
部
の
村
松
潮
隆

部
長
を
は
じ
め
、僧
道
実
修
生
、

身
延
山
高
等
学
校
や
本
院
寮
の

新
入
生
と
、
そ
れ
を
訓
育
す
る

指
導
員
等
の
方
々
が
清
澄
以
外

に
も
、
日
蓮
聖
人
の
霊
跡
寺
院

を
１
泊
２
日
で
参
拝
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
登
山
時
に
は
、
本
院
寮

の
学
生
、
並
び
に
実
修
生
を
筆

頭
に
、唱
題
行
脚
に
て
来
山
し
、

唱
え
る
御
題
目
、
打
ち
鳴
ら
す

太
鼓
の
音
は
、
境
内
に
響
き
渡

る
盛
大
な
状
況
と
な
り
ま
し

た
。

　
４
月
29
日
、
千
葉
県
西
部
宗

務
所
（
土
井
了
真
所
長
）
主
催

の
「
い
の
り
の
日
」
が
開
催
さ

れ
、
教
師
・
寺
族
・
檀
信
徒
総

勢
約
３
５
０
名
が
参
加
し
登
山

修
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
澄
寺
に
到
着
後
、
唱
題
行

進
に
て
旭
が
森
・
摩
尼
殿
・
祖

師
堂
を
参
拝
。

　
そ
の
後
、
研
修
会
館
に
て
お

題
目
写
経
、
昼
食
を
済
ま
せ
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
日
蓮
聖
人

の
御
母
堂
妙
蓮
尊
儀
７
５
０
遠

忌
を
本
年
９
月
に
控
え
た
宗
門

史
跡
両
親
閣
妙
蓮
寺
へ
と
出
発

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
と
言
わ

れ
る
の
が
４
月
８
日
で
す
。

　
当
山
で
も
８
日
の
朝
勤
に
合

わ
せ
て
、お
釈
迦
様
へ
の
読
経
・

回
向
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
拝
さ
れ
た
方
が
潅

仏
を
行
え
る
よ
う
に
、
摩
尼
殿

の
正
面
に
は
花
御
堂
を
設
置

し
、
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
と
お

団
子
と
甘
茶
を
ご
用
意
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
花
御
堂
と
は
、
お
釈
迦
様
の

母
親
が
咲
き
誇
る
無
憂
樹
の
花

の
下
で
、
お
釈
迦
様
を
産
ん
だ

と
い
う
花
園
を
か
た
ど
っ
た
も

の
。

　
潅
仏
と
は
、
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
時
、
龍
が
天
よ
り
甘
露

を
降
ら
せ
、
お
釈
迦
様
に
産
湯

を
使
わ
せ
た
と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
、
お
釈
迦
様
の
ご
尊
像
へ

甘
露
に
見
立
て
た
甘
茶
を
注
ぐ

作
法
を
い
い
ま
す
。

身
延
山
新
入
生

　
　
　
霊
跡
参
拝

身
延
山
新
入
生

　
　
　
霊
跡
参
拝

千
葉
西
部

　「
い
の
り
の
日
」

花
　
祭
　
り

花
　
祭
　
り

花
　
祭
　
り

希
心
会
登
山
修
行

希
心
会
登
山
修
行
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今
回
は
、
総
勢
40
名
の
僧
侶

を
目
指
す
方
々
が
、
度
牒
の
交

付
を
受
け
、
僧
侶
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
師
僧
と
共
に
全
国
各
地
よ
り

来
山
さ
れ
た
度
牒
生
は
、
信
育

道
場
に
て
法
式
所
作
や
読
経
試

験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

祖
師
堂
に
て
翌
朝
の
度
牒
交
付

式
の
予
行
練
習
を
し
、
摩
尼
殿

に
於
い
て
御
開
帳
、
並
び
に
縁

起
説
明
を
受
け
ら
れ
、
精
進
料

理
の
夕
食
を
食
べ
た
後
、
千
葉

県
南
部
布
教
隊
の
法
話
を
聴

聞
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
等
、
目
ま
ぐ

る
し
い
日
程
な
が
ら
も
、
深
く

仏
教
に
浸
る
事
の
出
来
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
旭
が
森
に
て
旭
日

遥
拝
を
し
、
午
前
６
時
よ
り
祖

師
堂
に
て
小
林
順
光
宗
務
総
長

を
大
導
師
に
、
度
牒
交
付
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
度
牒
は
清
澄
で
交
付

式
が
始
ま
っ
て
か
ら
50
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

回
数
に
し
て
２
０
０
回
目
の
交

付
式
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
記

念
の
交
付
式
に
於
い
て
、
毎
回

式
典
に
助
成
を
く
だ
さ
っ
て
い

る
千
葉
県
南
部
布
教
隊
へ
、
小

林
宗
務
総
長
よ
り
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
又
、
50
周
年
と
い
う
節
目
に

際
し
、
２
度
の
改
宗
を
経
て
、

現
在
日
蓮
宗
の
大
本
山
と
な
っ

た
清
澄
寺
で
、
度
牒
を
行
う
事

の
出
来
る
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
、「
清
澄

寺
改
宗
秘
話
」
の
冊
子
を
交
付

式
参
加
の
方
々
に
授
与
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
清
澄
寺
周
辺
で
は
、
昨
年
よ

り
清
澄
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
清
澄
地
区
活

性
化
の
た
め
に
、
仏
舎
利
塔
周

辺
や
清
澄
寺
参
道
脇
に
ユ
リ
の

花
が
植
え
ら
れ
、
６
月
下
旬
に

は
き
れ
い
な
花
が
咲
き
誇
る
頃

と
な
り
そ
う
で
す
。
７
月
上
旬

ま
で
が
見
頃
と
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
７
月
２
日
に
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
気
候
変
動
の
激
し
い
頃
で
す

の
で
、
ど
う
か
お
身
体
を
御
自

愛
下
さ
い
。

宗務総長より荻野宗務所長へ感謝状宗務総長より荻野宗務所長へ感謝状

宗務役員及び歴代布教隊事務長宗務役員及び歴代布教隊事務長

＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
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４月４・５日にかけて行われました。
《度牒交付50周年200回記念》平成28年度

第１回度牒交付式


